
（第 3 種郵便物認可） （ 6 ）2 0 1 5 年（平成 2 7 年）7 月 1 0 日（金曜日）

　
山
口
弁
護
士
は
ま
ず
、
荷

主
と
運
送
人
の
法
的
立
場
の

違
い
に
つ
い
て
解

説
。
米
国
で
は
全
当

事
者
が
運
送

人
に
該
当
す

る
の
に
対
し

て
、
英
国
や

日
本
で
は
契

約
運
送
人
が

運
送
人
で
あ

り
、
実
際
運
送
人

は
不
法
行
為
責
任

を
負
う
と
し
た
。

ま
た
、
「
船
荷
証

券
発
行
者
は
運
送
人
で
は
な

く
、
船
舶
所
有
者
が
運
送
人

で
あ
る
」
と
す
る
約
款
「
Ｄ

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｅ 
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｕ

Ｓ
Ｅ
」
は
米
国
で
は
無
効
、

英
国
で
は
有
効
に
な
る
と
い

っ
た
事
例
を
挙
げ
、
国
際
間

に
お
け
る
約
款
解
釈
の
違
い

を
紹
介
し
た
。

　
国
際
輸
送
に
お
け
る
運
送

人
の
責
任
制
限
に
つ
い
て

は
、
国
際
海
上
物
品
法
13
条

１
項
で
「
１
包
ま
た
は
１
単

位
当
た
り
６
６
６
・
67
Ｓ
Ｄ

Ｒ
、
ま
た
は
損
傷
貨
物
１
㌔

当
た
り
２
Ｓ
Ｄ
Ｒ
で
計
算
し

た
金
額
の
い
ず
れ
か
高
い

方
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
と

す
る
一
方
で
、
同
13
条
の
２

で
「
運
送
人
に
故
意
ま
た
は

損
害
の
発
生
す
る
こ
と
を
認

識
し
な
が
ら
行
っ
た
無
謀
行

為
が
あ
っ
た
と
き
は
責
任
制

限
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
れ
を

打
ち
破
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

不
可
能
」
と
強
調
し
た
。
ま

た
、
親
子
会
社
間
取
引
な
ど

で
有
価
証
券
と
し
て
の
船
荷

証
券
が
流
通
せ
ず
、
貨
物
が

荷
揚
港
で
荷
受
人
に
引
き
渡

さ
れ
る
よ
う
な
実
務
で
の
船

荷
証
券
「
Ｓ
ｕ
ｒ
ｒ
ｅ
ｎ
ｄ

ｅ
ｒ
ｅ
ｄ 

Ｂ
／
Ｌ
（
元
地

回
収
船
荷
証
券
）
」
に
つ
い

て
も
解
説
し
、
「
韓
国
や
日

本
、
中
国
の
実
務
で
利
用
さ

れ
て
い
る
が
法
的
根
拠
は
な

く
、
船
荷
証
券
に
関
す
る
国

際
条
約
が
適
用
さ
れ
な
い
。

運
送
人
、
荷
主
間
の
権
利
義

務
関
係
も
不
明
確
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
使
用
は
避
け
る
べ

き
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　
三
井
住
友
海
上
と
代
理
店
イ
ン
タ
ー
リ
ン
ク
は

６
月
26
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
三
井
住
友
海
上

駿
河
台
本
社
ビ
ル
で
外
航
貨
物
を
テ
ー
マ
に
し
た

セ
ミ
ナ
ー
「
荷
主
と
運
送
人
の
責
任
範
囲
」
を
共

同
開
催
し
た
。
講
師
に
海
事
弁
護
士
と
し
て
国
内

外
で
多
く
の
講
演
実
績
が
あ
る
岡
部
・
山
口
法
律

事
務
所
の
山
口
修
司
弁
護
士
を
招
き
、
国
際
海
上

運
送
の
実
務
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
当
日
は
国
際

輸
送
業
者
、
商
社
、
荷
主
な
ど
の
貿
易
業
務
関
係

者
約
１
０
０
人
が
熱
心
に
受
講
し
た
。

国際条約適用されない「現地回収船荷証券」

三
井
住
友
海
上
・
イ
ン
タ
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リ
ン
ク
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「
荷
主
と
運
送
人
の
責
任
範
囲
」解
説

定員を超える約100人が参加

山口弁護士


